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年
頭
の
ご
挨
拶

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春

を
ご
家
族
お
揃
い
で
お
迎
え
の
こ
と

と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
村
政
全
般
に
わ
た
り
、

村
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
か
ら
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し

ま
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
地
震
や

津
波
、
原
発
事
故
に
よ
り
未
曾
有
の

大
惨
事
と
な
り
ま
し
た
。
尊
い
多
く

の
人
命
が
奪
わ
れ
、
住
宅
や
都
市
産

業
構
造
が
壊
滅
的
被
害
を
受
け
ま
し

た
。

　

被
災
地
の
一
刻
も
早
い
復
興
復
旧

と
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
平
穏
な
生

活
・
暮
ら
し
が
再
建
、
成
し
遂
げ
ら

れ
ま
す
こ
と
を
願
い
「
届
け
よ
う
み

ん
な
の
想
い
、
届
け
よ
う
山
江
の
元

気
、
が
ん
ば
ろ
う
日
本
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
、
心
か
ら
応
援
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
は
、
政
権
交
代
か
ら

２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
今
日
の
円

高
や
回
復
の
兆
し
が
見
え
な
い
デ
フ

レ
経
済
の
不
況
の
中
で
、
今
こ
そ
政

治
が
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
産
業
の
空
洞
化
や
不
安
な

雇
用
情
勢
の
改
善
の
対
応
と
し
て
、

実
効
性
の
あ
る
景
気
対
策
や
雇
用
対

策
が
迅
速
か
つ
的
確
に
機
能
す
る
こ

と
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
と
り

わ
け
、
従
来
の
「
ひ
も
付
き
補
助

金
」
か
ら
「
一
括
交
付
金
」
へ
の
制

度
改
正
は
、
地
方
行
政
を
預
か
る
も

の
と
し
て
も
非
常
に
期
待
を
寄
せ
て

い
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
自
治
体

そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
運
営
や
経
営
能
力

に
よ
っ
て
は
、
地
域
間
格
差
に
つ
な

が
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
も
ま
た
認

識
し
て
お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
の
問
題
で
す
が
、
農
産

物
を
含
め
た
関
税
の
原
則
撤
廃
や
医

療
分
野
の
論
議
な
ど
不
明
な
点
は
多

く
、
国
論
を
二
分
し
た
ま
ま
の
見
切

り
発
車
で
、
国
民
的
合
意
形
成
が
で

き
て
お
り
ま
せ
ん
。
国
に
は
中
山
間

地
域
が
果
た
し
て
き
た
役
割
と
現
状

を
検
証
し
て
い
た
だ
き
、
国
民
の
食

料
は
外
国
に
頼
ら
ず
、
自
前
で
確
保

で
き
る
よ
う
な
自
給
率
向
上
の
農
業

政
策
推
進
を
求
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
私
た
ち
農
山
村
の
暮

ら
し
や
仕
事
な
ど
へ
の
影
響
が
大
変

懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
、
村
、
議
会
、

関
係
団
体
機
関
等
の
皆
さ
ま
と
連
携

し
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
交
渉
断
固
反
対

の
立
場
を
鮮
明
に
し
、
今
後
の
政
府

の
動
向
を
注
意
深
く
、
注
視
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
中
で
、
村
で
は
昨
年

度
か
ら
各
種
事
業
の
再
評
価
を
行

い
、
身
の
丈
に
あ
っ
た
住
民
の
暮
ら

し
の
足
元
を
照
ら
す
施
策
の
推
進
を

心
が
け
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
村
政
懇
談
会
で
地
域
の
課

題
や
身
近
な
事
柄
に
つ
い
て
提
案
、

要
望
を
い
た
だ
い
た
案
件
に
つ
い
て

は
、
解
決
に
向
か
っ
て
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
対
応
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業

は
、
国
の
政
策
と
相
ま
っ
て
先
行
き

不
透
明
感
が
漂
い
、
明
る
い
展
望
が

描
け
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
農
林
業
の
振
興
な
く
し

て
村
の
活
性
化
は
果
た
せ
ま
せ
ん
の

で
、
栗
を
中
心
と
し
た
農
業
振
興
へ

の
取
り
組
み
、
地
球
温
暖
化
対
策
や

水
源
涵か

ん
よ
う養
な
ど
多
面
的
機
能
を
有
す

る
「
山
」
を
守
り
、森
林
を
育
て
る
、

利
用
す
る
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

山
江
型
福
祉
拠
点
づ
く
り
に
つ
き

ま
し
て
は
、
国
の
施
策
に
対
応
し
た

少
子
・
高
齢
化
対
策
で
、「
第
五
期

高
齢
者
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事

業
計
画
」
が
本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
施
設
の
開
所
、
村
内
全
区
の
公
民

館
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
よ
る
介
護
福

祉
の
予
防
拠
点
、
災
害
時
に
お
け
る

要
援
護
者
の
避
難
所
受
け
入
れ
施

設
、
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

全
区
組
織
化
、
生
活
習
慣
病
の
保
健

予
防
と
医
療
費
対
策
な
ど
村
民
の
健

康
を
守
る
施
策
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

定
住
促
進
を
図
る
意
味
か
ら
住
環

境
の
整
備
、
と
り
わ
け
万
江
地
区
に

公
営
住
宅
の
建
設
を
進
め
る
と
と
も

に
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
光
フ
ァ
イ

バ
ー
の
情
報
通
信
網
活
用
に
よ
っ
て

地
域
産
業
や
教
育
、
要
援
護
者
に
対

す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
の
確
立
を

は
か
り
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

重
点
施
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
子
育
て
教
育
環
境
の
充
実
に
つ
い

て
は
、
中
学
３
年
生
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
注
射
助

成
、
保
育
指
導
や
各
学
校
基
礎
学
力

向
上
の
た
め
の
課
外
学
習
な
ど
の

取
り
組
み
に
よ
り
、「
知
・
徳
・
体
」

揃
っ
た
時
代
を
担
う
元
気
な
子
ど
も

た
ち
が
育
っ
て
い
ま
す
。
本
村
は
合

計
特
殊
出
生
率
が
２
．
０
３
で
全
国

９
位
で
あ
り
、
郡
市
町
村
で
も
唯
一

子
ど
も
の
数
が
減
ら
な
い
村
で
あ
り

ま
す
。
今
後
、出
生
祝
い
金
の
創
設
、

子
育
て
相
談
体
制
な
ど
環
境
の
充
実

を
は
か
り
「
合
計
特
殊
出
生
率
日
本

一
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
十
二
支
の
中
の
辰
年
で

す
。
勇
気
・
真
心
・
誠
実
で
「
辰
（
起

つ
）」
年
、「
昇
り
竜
」
の
如
く
景
気

が
回
復
し
、
こ
の
山
江
村
が
飛
躍
発

展
す
る
よ
う
に
、
誠
心
誠
意
、
強
い

信
念
と
情
熱
を
傾
け
な
が
ら
、
職
員

と
と
も
に
知
恵
を
出
し
合
い
、
村
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
村

民
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、

本
年
が
幸
多
き
よ
き
一
年
と
な
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。
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山江村長賞受賞　入口　鈴 さんやまえの歴史を再発見 災害発生時の福祉避難所にマジックで笑顔を開花

認知症への理解を深め第２部個人3位入賞 教育現場にＩＣＴ機器活用

「税についての作品」習字の部山江歴史遺産発見講座 福祉避難所協定書調印式親子ふれあいマジックショー

認知症サポーター養成講座第20回球磨人吉消防ラッパ吹奏競技大会 山田小学校ＩＣＴ活用公開授業・研究発表会

　

人
吉
球
磨
地
区
租
税
教
育
推
進

協
議
会
主
催
の
「
税
に
つ
い
て
の

作
品
」
募
集
が
今
年
も
行
わ
れ
、

習
字
の
部
に
山
田
小
学
校
か
ら
84

名
、
万
江
小
学
校
か
ら
15
名
が
応

募
。
ま
た
、
標
語
の
部
に
は
山
江

中
学
校
か
ら
45
名
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ど
の
作
品
も
、
税
金
に
対
す
る

感
謝
の
気
持
ち
や
納
税
意
識
の
向

上
が
う
か
が
え
る
作
品
で
、
そ
の

中
か
ら
万
江
小
学
校
一
年
生
の
入

口
鈴
（
い
り
ぐ
ち　

り
ん
）
さ
ん

が
山
江
村
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
初
め
て
の
習
字
で
し
た
が
、
毎

日
練
習
し
て
上
手
に
書
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
感
想
を

述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

山
江
村
に
残
存
す
る
文
化
財
を
学

ぶ
こ
と
で
、
地
域
へ
の
愛
着
と
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
山
江

歴
史
遺
産
発
見
講
座
「
や
ま
え
の
お

城
〜
高
城
も
の
が
た
り
〜
」
に
村
内

外
か
ら
16
名
が
参
加
。
本
村
で
発
掘

さ
れ
た
「
高
城
」
に
ま
つ
わ
る
講
話

（
講
師
：
人
吉
城
歴
史
館
長　

鶴
嶋

俊
彦
氏
）
を
聞
き
、
現
地
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

中
世
の
「
城
」
の
成
り
立
ち
や
相

良
家
の
中
興
の
祖
と
い
わ
れ
る
相
良

長
続
に
つ
い
て
学
ん
だ
他
、
高
寺
院

や
山
田
大
王
神
社
、
相
良
長
続
と
関

連
が
あ
る
板
碑
な
ど
を
見
学
。
最
後

は
、
合
戦
峰
周
辺
に
あ
る
高
城
跡
へ

移
動
し
、
堀
切
や
土
塁
な
ど
、
日
常
、

気
づ
き
に
く
い
文
化
財
を
知
る
こ
と

が
で
き
、
参
加
者
も
改
め
て
文
化
財

の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
ま
し
た
。

　

山
江
村
で
は
、
熊
本
県
が
実
施
す
る
災
害

時
要
援
護
者
等
地
域
支
え
合
い
体
制
づ
く
り

事
業
を
活
用
し
、
災
害
時
に
お
け
る
要
援
護

者
（
高
齢
者
・
障
害
者
な
ど
）
支
援
体
制
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
一
環
と
し

て
、
福
祉
避
難
所
協
定
書
の
調
印
式
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
災
害
時
に
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
た
場
合
、
一
般
の
避
難
所
で
は
避
難

生
活
が
困
難
な
要
援
護
者
の
た
め
に
、
介
護

用
品
等
や
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
備
え
た
福
祉
避

難
所
を
協
定
先
の
施
設
内
に
設
置
し
、
要
援

護
者
が
支
障
な
く
避
難
生
活
を
送
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

協
定
先

　

医
療
法
人
木
鶏
会　

山
江
老
人
保
健
施
設

　
　

山
江
村
大
字
山
田
乙
１
７
０
５
番
地

　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

２
４

－

９
８
０
０

　

山
江
村
歴
史
民
俗
資
料
館
に

お
い
て
、
親
子
ふ
れ
あ
い
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。
マ
ジ
シ
ャ
ン
の
中
島
弘
幸

氏
は
、
テ
レ
ビ
の
某
人
気
ク
イ

ズ
番
組
で
『
ト
ラ
ン
プ
マ
ン
２

号
』
と
し
て
出
演
し
て
い
た
実

力
派
で
、
会
場
に
詰
め
か
け
た

親
子
約
60
名
の
参
加
者
は
、次
々

と
繰
り
広
げ
ら
れ
る
不
思
議
な

マ
ジ
ッ
ク
に
魅
入
っ
て
い
ま
し

た
。
シ
ョ
ー
の
後
半
で
は
新
聞

紙
や
紙
コ
ッ
プ
な
ど
を
使
っ
て

親
子
で
で
き
る
簡
単
な
マ
ジ
ッ

ク
が
紹
介
さ
れ
、
初
め
て
自
分

で
経
験
す
る
マ
ジ
ッ
ク
に
驚
き

の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

山
江
村
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
て
山
江

村
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
認
知
症
を
正
し
く

理
解
し
、
認
知
症
の
人
や
家
族
を
温
か
く
見
守

る
応
援
者
の
こ
と
で
、
今
年
は
約
50
名
が
受
講

し
ま
し
た
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
の
町
田
氏
を

講
師
に
招
き
、
認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
る
可

能
性
が
あ
り
、
以
前
は
「
痴
呆
」
と
侮
蔑
的
な

呼
び
方
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
症
状
や
対
応
方
法

な
ど
を
学
び
認
知
症
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま

し
た
。
ま
た
、
認
知
症
の
予
防
に
つ
い
て
は
、

水
分
を
十
分
に
摂
る
こ
と
、
楽
し
ん
で
運
動
す

る
こ
と
、
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い
こ
と
を
挙
げ

ら
れ
、
最
後
に
「
上
手
に
老
い
る
た
め
の
自
己

点
検
ノ
ー
ト
」
の
紹
介
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
第
20
回
目
と
な
る
球
磨
人
吉

消
防
ラ
ッ
パ
吹
奏
競
技
大
会
（
熊
本
県

消
防
協
会
球
磨
支
部
主
催
）
が
、
あ
さ

ぎ
り
町
須
恵
文
化
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
２
年
に
１

度
開
催
さ
れ
て
お
り
、
本
村
か
ら
消
防

団
員
の
志
気
の
高
揚
を
目
指
し
９
名
の

ラ
ッ
パ
隊
員
が
「
団
体
の
部
」
と
「
個

人
の
部
」
に
出
場
し
ま
し
た
。
第
二
部

個
人
の
部
で
は
、
野
口
貴
代
さ
ん
（
寺

の
下
）
が
自
由
曲
「
見
上
げ
て
ご
ら
ん

夜
の
星
を
」
を
演
奏
し
、
本
村
で
は
初

め
て
と
な
る
３
位
入
賞
と
い
う
快
挙
を

成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

山
田
小
学
校
に
て
、
九
州･

沖

縄
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報

通
信
技
術
）
を
活
用
し
た
授
業
の

研
究
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
州
か
ら
沖
縄
ま
で
総
勢
３
２
０

名
以
上
も
の
教
育
関
係
者
や
企
業

関
係
者
が
集
い
ま
し
た
。
公
開
授

業
で
は
２・
４
・
６
年
生
の
授
業
が

公
開
さ
れ
、
電
子
黒
板
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
活
用
し
、
少
し
緊
張
し

な
が
ら
も
一
生
懸
命
に
、
そ
し
て

楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
む
児
童
の

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
実
践
発
表

で
は
、
九
州
内
か
ら
５
つ
の
学
校

が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
好
事
例
を
発
表
。

多
く
の
最
先
端
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
に
触

れ
、
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
教
育
の

姿
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
研

究
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

ケーブルテレビからのお知らせケーブルテレビからのお知らせ
　まろんチャンネル ( 山江村自主放送 ) で放送した
映像を、ＤＶＤに保存されたいという方のご要望に
お応えして、ダビング（ＤＶＤビデオ形式）を受け
付けます。手数料は下記のとおりです。

ダビング手数料（ＤＶＤ１枚ごと）
ダビング時間 手数料

5分まで（情報局1部） 800円
30分まで（情報局1本分） 2,000円
1時間まで（スペシャル等） 2,500円

※DVDメディアはケーブルテレビで用意します。
　詳しくはお問合せ下さい。

ケーブルテレビセンター　電話　22―8808

　その他、番組へのご意見やご要望、取材依頼など
随時お受けしています。
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※このような制度を「特別徴収」といいます

【事業主の皆さまへ】
　事業所等に勤務されている方の個人住民税（市町村民税＋県民税）は、所得税と同様に、原則として、
事業主の皆さまに徴収（給料天引き）していただき、課税した市町村に納入していただくことが必要
です。

【特別徴収に関するQ＆A】
Q1　どのような場合に特別徴収をするのですか？
A1　対象となる事業主は所得税の源泉徴収と基本的に同じです。
①　所得税の源泉徴収を行う事業主は、原則として個人住民税の特別徴収を行っていただく必要があります。
②　従業員が前年度中に給与の支払いを受けた者であり、かつ当年度の初日（4月 1日）において給与の支払
いを受けている場合は、原則として事業主が従業員の住民税を徴収して、課税した市町村に納入していただく
こととなります。（パート、アルバイト、非常勤職員等でもこの要件に該当する場合は、特別徴収の対象とな
ります。）

Q2　特別徴収のメリットは何ですか？
A2　以下のようにいくつかのメリットがあります。
①　事業主にとっては、住民税は所得税と違い予め毎月の徴収税額が決まっていますので税額計算の手間がかか
りません。
②　従業員の皆さんが納税のために金融機関に出向く必要がなくなり、住民税の納め忘れがなくなります。
③　従業員の皆さんにとっては、年 4回で納める本人納付（普通徴収）に比べ、特別徴収は年 12回の支払いに
なるので、1回あたりの税負担額が少なくなります。

【問合せ先】税務課　☎２３－５６９２（直通）

【個人住民税特別徴収制度の概要】

　　　　　　　　　③特別徴収税額通知　　　　　　　　　　①給与支払報告書の提出
　　　　　　　　　　（5月 31 日まで）　　　　　　　　　　　　（1月 31 日まで）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③特別徴収税額通知
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5月 31 日まで）
　　　　　　　　　④給与から天引き
　　　　　　　　　　（6月から 5月まで）　　　　　　　　　

⑤税額の納入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（翌月 10日まで）

従　

業　

員

事　

業　

所

　
　
　

   

市
町
村

②
税
額
の
計
算

平成 24年度住民税申告のご案内
　平成23年分の所得税（国税）とともに、村県民税、国民健康保険税、介護保険料の申告相談を２月16日
から３月15日までの期間で行います。
　申告書は送付しませんので、申告が必要な方は、申告期間内に指定の期日、会場で期限までに申告される
ようお知らせします。申告をされないと国民健康保険税の軽減が受けられる世帯でも、軽減の対象となりま
せんので必ず申告されますようお願いします。
　また、住宅取得控除及び医療費控除の適用を受けるためには、確定申告が必要です。

　平成24年度（平成23年分）　　　　　  申　告　日　程　表
期日（曜日） 行政区 申告会場 申告受付時間
２月１６日（木） １区

山江村役場大会議室

午前９時～午後４時

２月１７日（金） ２区
２月２０日（月） ３区
２月２１日（火） ４区
２月２２日（水） ５区
２月２３日（木） ６区
２月２４日（金） ７区
２月２７日（月） ８区
２月２８日（火） ９区
２月２９日（水） 10区
３月　１日（木） 11区
３月　２日（金） 12区
３月　５日（月） 有資格者
３月　６日（火） 13区

自然休養村管理センター
３月　７日（水） 14区
３月　８日（木） 15区 屋形多目的集会施設
３月　９日（金） 16区 大川内公民館
３月１２日（月）
   ～１５日（木） 申　告　事　務　整　理

※賦課期日とは平成２4年１月１日のことです。
スタート

はい

賦課期日に住所が山江村にあり
ましたか？

賦課期日に住所があった市町村
へお問い合わせして下さい。

申告の必要は
ありません。

申告の必要は
ありません。

税務署への確定申告
もしくは役場への住民
税申告が必要です。

昨年中（1月～12月の間）の収入
が103万円を超えますか？

※収入が2,000万を超える人は税
務署への確定申告が必要です。
※収入が2,000万以下の人は役場
への住民税申告が必要です。

☆申告の必要がない方でも所得税の還付
申告を受ける場合は、税務署への確定
申告が必要です。
☆税務署へ確定申告書を提出する方は、
村・県民税の申告は不要です。

はい
年末調整が済んでいない、又は
２ヶ所以上の勤務先から給与を
受けていますか？

勤務先から役場に給与支払報告書が提
出されていますか？（確認して下さい。）
（住民税が給与から引かれている方）

いいえ

い
い
え

いいえ

いいえ

給与所得者（サラリーマン・パー
ト・アルバイトなど）ですか？

いいえ

いいえ
はい

はいその収入は年金だけですか？

ご家族の税務上の扶養に入っていますか？

給与以外の所得がありますか？
（所得＝収入－経費）

はい

給与以外の所得が20万円を超
えますか？ はい

税務署への確定
申告が必要です。

役場への住民税の
申告が必要です。

いいえ

いいえ

はい

役場への住民税の
申告が必要です。

いいえはい はい

「ふるさと寄附金」及び「被災地義援金」は控除の対象となります

　被災地の自治体への寄附金、自治体を通じての被災者への義援金、日本赤十字社や中央共同募金会等への義援
金は「ふるさと寄附金」として住民税・所得税の控除が受けられます。
　確定申告の際は、義援金等であることが分かる受領証などの書類をご提出下さい。詳しくは役場税務課までお
問い合わせ下さい。

税務課　☎２３-５６９２

個人住民税は、所得税と同じく、事業者による徴収と納入が必要です。
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江
の
ご
み
は
１
年
間
で
ど
の
く

ら
い
？

　

山
江
村
か
ら
出
る
ご
み
の
量
は
５
年

間
の
平
均
で
約
６
６
０
㌧
。
ダ
ン
プ
で
、

５
８
９
台
く
ら
い
に
な
り
、
平
成
18
年
度

と
比
較
し
ま
す
と
平
成
22
年
度
は
約
４
・

６
㌫
（
31
㌧
）
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

も
、
皆
さ
ま
方
に
よ
る
分
別
排
出
へ
の
ご

協
力
の
お
陰
で
す
。

隣
の
村
と
比
べ
て
山
江
の
ご
み
は
？

　

各
村
の
平
成
22
年
度
ご
み
排
出
量
を
人

口
割
し
て
み
ま
し
た
。
本
村
に
お
い
て

は
、
施
設
等
も
含
み
ま
す
が
、
一
人
当
た

り
年
間
約
１
６
８
㌔
（
米
俵
に
し
て
５
．

６
個
分
）
も
排
出
し
て
い
る
な
ん
て
驚
き

で
す
よ
ね
。

庭
ご
み
を
減
ら
す
に
は
？

　

ご
み
の
量
を
減
ら
す
合
言
葉
に
『
３
Ｒ
』

が
あ
り
ま
す
。Reduce

（
リ
デ
ュ
ー
ス:

減
ら
す
）Reuse

（
リ
ユ
ー
ス:

再
利
用
）

Recycle

（
リ
サ
イ
ク
ル:

再
資
源
化
）
の

頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
す
。
３
Ｒ
は
順

番
が
大
切
で
、
資
源
の
消
費
を
減
ら
す
こ

と
か
ら
始
め
て
、
次
に
、
使
え
る
も
の
は

何
回
も
繰
り
返
し
使
う
。
そ
し
て
使
え
な

く
な
っ
た
ら
資
源
と
し
て
再
生
利
用
す
る

の
で
す
。

　

ま
ず
は
『
減
ら
す
』。
不
必
要
な
も
の
は

持
た
な
い
、
買
わ
な
い
。
と
い
う
の
が
、

エ
コ
ラ
イ
フ
の
第
１
の
心
得
で
す
。
つ
ま

り
、
ご
み
を
発
生
源
か
ら
断
ち
、
ご
み
に

な
る
も
の
を
減
ら
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

次
に
『
再
利
用
』。
か
つ
て
は
、
電
気
製

品
や
家
具
な
ど
壊
れ
て
も
自
分
で
修
理
し

た
り
、
小
さ
く
な
っ
た
服
は
お
下
が
り
と

し
て
親
戚
な
ど
に
渡
す
の
は
当
た
り
前
で

し
た
。
ビ
ー
ル
瓶
や
牛
乳
瓶
も
洗
っ
て
お

店
に
持
っ
て
い
く
こ
と
も
、
一
昔
前
ま
で

は
一
般
的
な
暮
ら
し
方
で
し
た
。
全
て
を

昔
の
生
活
に
戻
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
持
つ

こ
と
は
大
切
な
こ
と
。
も
の
を
大
切
に
使

み
処
理
に
か
か
る
お
金
は
？

　

昨
年
度
要
し
た
処
理
費
用
は
、
２
９
，

８
６
１
，
０
０
０
円
。
左
の
表
は
、
１
年

間
の
処
理
費
用
に
応
じ
て
按
分
し
た
も
の

で
す
。

別
は
ど
う
す
る
の
？

　

左
の
図
は
日
常
的
に
出
る
ご
み
を
分
け

た
も
の
で
す
。
近
年
で
は
ご
み
も
多
様
化

し
、
分
別
も
大
変
で
す
が
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

山

近

家

ご

分

＊クリーンプラザへの搬入量　　　　　　　 　 　（単位：ｔ）
18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度

１ 可燃物 507 513 509 506 506
２ 不燃物 43 43 37 36 35
３ 資源物 125 118 111 107 103

合計 675 674 657 649 644
前年度比較 △ 1 △ 17 △ 8 △ 5

搬入量（㎏） 按分（率） 負担金（円）

可燃ごみ 506.02 0.93 27,770,730

不燃ごみ 35.04 0.065 1,940,965

粗大ごみ 2.24 0.0041 122,430

有害ごみ 0.51 0.0009 26,875

小計 543.81 1 29,861,000

資源ごみ 103.4 0 0

合計 647.21

600
500
400
300
200
100
0
18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

1可燃物
2不燃物
3資源物

（単位：t）

　

資
源
ご
み
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
廃
品

回
収
業
社
に
持
ち
込
み
、
そ
の
収
入
は
ク

リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
で
の
処
理
費
に
あ
て
て
い

ま
す
。

可　燃不　燃資　源
生
ご
み
、
お
む
つ
、
は
ぎ
れ
、
綿
入

り
繊
維
く
ず
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
革

類
、ゴ
ム
類
、木
屑
、草
等
、焼
却
灰
、

靴
、
下
着
、
貝
殻

せ
と
も
の
、
ガ
ラ
ス
、
資
源
に
な
ら

な
い
空
き
び
ん
、
傘
、
ス
プ
レ
ー
缶
、

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、
一
斗
缶
、
お
も

ち
ゃ
、
小
型
電
気
製
品
（
炊
飯
器
・

ポ
ッ
ト
・
ド
ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
）

飲
食
用
缶
（
ス
チ
ー
ル
・
ア
ル
ミ
）、

飲
食
用
び
ん
（
透
明
・
茶
色
・
半
透
明
・

そ
の
他
）、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
両
面

白
色
ト
レ
イ
（
カ
ッ
プ
麺
や
納
豆
用

は
燃
え
る
ご
み
）、
木
綿
・
ポ
リ
エ

ス
テ
ル
・
レ
ー
ヨ
ン
・
フ
リ
ー
ス
等

の
古
着
、
新
聞
、
雑
誌
、
牛
乳
な
ど

の
紙
パ
ッ
ク
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
紙
マ

ー
ク
の
つ
い
て
い
る
物

800

600

400

200

0

平成22年度ごみ排出量

相良村 五木村 球磨村 山江村

（ｔ）

728

70
133

220

11 48

521 506

44 87 35
103

可燃物 不燃物 資源物

相良村：931t÷5,171人＝約180㎏　  球磨村：652t÷4,483人＝約145㎏
五木村：279t÷1,337人＝約208㎏　  山江村：644t÷3,821人＝約168㎏

え
ば
、
ご
み
も
減
っ
て
地
球
も
救
わ
れ
ま

す
。　

　

最
後
に
『
再
資
源
化
』。
ご
み
に
な
る
も

の
を
で
き
る
だ
け
減
ら
し
、
使
え
る
も
の

は
再
利
用
し
て
も
、
生
活
し
て
い
る
と
や

っ
ぱ
り
ど
う
し
て
も
ご
み
は
出
て
し
ま
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
ご
み
も
素
材
ご
と

に
分
け
れ
ば
、
原
料
と
し
て
も
う
一
度
使

え
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
再
資

源
化
は
、
ご
み
の
分
別
な
く
し
て
は
成
り

立
ち
ま
せ
ん
。
山
江
村
の
ご
み
分
別
の
ル

ー
ル
に
従
っ
て
、
可
燃
・
不
燃
・
資
源
と

き
ち
ん
と
分
け
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

ご
み
に
関
す
る
質
問
は
ど
こ

に
聞
く
の
？

　

健
康
福
祉
課
保
健
衛
生
係
ま
で
お
問
合

せ
下
さ
い
。
ま
た
、
お
問
合
せ
い
た
だ
い

た
件
は
、
皆
さ
ま
と
の
共
通
理
解
を
得
る

た
め
、
広
報
で
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

例
え
ば

・
乾
電
池
は
不
燃
物
に
な
る
の
か
。

・
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
出
し
方
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
か
。

　私たちが生活をする中で出てくるのが『家庭ご
み』です。便利な生活が進むほど、家庭ごみの量
も増加する傾向にあります。そこで今回は、本村
におけるごみ事情について、担当の役場健康福
祉課土屋主幹に聞いてみました。

年始のごみ収集について
　年始の可燃物収集は、４日（水）に１区～12区、５日（木）に13区～16区となっています
のでお間違いのないようお出しください。

収集・開場日 ごみ収集 クリーンプラザ

１月

１日（日） 資源（アルミ缶）（１区～15区）・収集は４日
休場２日（月）

３日（火）
４日（水） 可燃（１区～12区） 開場５日（木） 可燃（13区～ 16区）不燃物（１区～12区）

【お問合せ】人吉球磨クリーンプラザ☎22－1414
　　　　　　役場健康福祉課保健衛生係☎24－1700

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
質
問
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
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節度あるお酒の愉しみ方を ～適正飲酒の10か条～
　今年もあとわずかとなりました。年末年始はお酒を飲む機会がグッと増えますが、心と体の健康を考慮
し、適正飲酒を心掛けたいものです。アルコール健康医学協会が「適正飲酒の10か条」を作成しています。
飲み方のポイントや適度な飲酒量など、上手なお酒との付き合い方を紹介します。

第１条　談笑し　楽しく飲むのが基本です
第２条　食べながら　適量範囲でゆっくりと
第３条　強い酒　薄めて飲むのがオススメです
第４条　つくろうよ　週に二日は休肝日
　お酒を飲むと、肝臓には中性脂肪が蓄積されます。胃や腸といった消化管の粘膜も荒れてきます。
これら臓器の修復のために、週に2日程度の休肝日を作ることが必要です。

第５条　やめようよ　きりなく長い飲み続け
　個人差はありますが、2単位のお酒（ビールなら中びん2本、日本酒なら2合、焼酎なら1.2合）を肝
臓で分解するのに平均6～7時間前後かかるといわれます。これは、睡眠によって早まるわけではあり
ません。
　例えば、宴会などで、24時までお酒を飲んでいた場合を考えてみましょう。飲み終えた時点で3単位
相当以上のアルコールが体内に残っていると、アルコールが抜けるまでに、少なくとも9時間かかると
考えられます。そのため、翌朝8時になっても体内にアルコールが残っているという計算になります。
翌日朝の飲酒運転はもってのほかですが、つらい二日酔いの原因にもな
ります。

第６条　許さない　他人（ひと）への無理強い・イッキ飲み
第７条　アルコール　薬と一緒は危険です
第８条　飲まないで　妊娠中と授乳期は
第９条　飲酒後の運動・入浴要注意
第10条　肝臓など定期検査を忘れずに

【
新
成
人
の

み
な
さ
ま
へ
】

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

国
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
す
べ
て
の
人
は
国
民
年
金
に

加
入
し
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
収
入
等
が
な
く
保
険
料
の
支
払
い

が
困
難
な
場
合
は
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
（
学
生
の
み
）
、
「
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
」
（
30
歳
未

満
）
な
ど
の
保
険
料
免
除
制
度
が

あ
り
ま
す
。

国
民
年
金（
基
礎
年
金
）３
つ
の
メ
リ
ッ
ト

１
．
老
後
を
支
え
る
老
齢
基
礎
年
金

２
．
病
気
や
け
が
で
障
害
の
状
態
に

な
っ
た
と
き
に
支
え
る
障
害
基
礎

年
金

３
．
加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、

子
の
あ
る
配
偶
者
、子
を
支
え
る
遺

族
基
礎
年
金

世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
の
仲
間
入
り

　

公
的
年
金
制
度
は
、
現
役
世
代
が

納
め
る
保
険
料
で
高
齢
者
の
方
の
年

金
を
負
担
す
る
と
い
う
「
世
代
と
世

代
の
支
え
合
い
」
が
基
本
で
す
。

※
国
民
年
金
の
手
続
き
で
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
お
問
合
せ
先
）

　

健
康
福
祉
課
福
祉
係

　
　

☎
２
３-
３
９
７
８

　

八
代
年
金
事
務
所

　
　

☎
０
９
６
５-
３
５-
６
１
２
３

1日の飲酒量の目安

　

ハ
ン
セ
ン
病
は
治
る
病
気
で
す
。「
ら
い

菌
」と
い
う
細
菌
に
よ
る
感
染
症
で
、体
の

末
梢
神
経
が
麻
痺
し
た
り
、皮
膚
に
発
疹
が

出
来
た
り
し
ま
す
。病
気
が
進
む
と
顔
や
手

足
が
変
形
す
る
こ
と
か
ら
差
別
の
対
象
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

明
治
時
代
に
な
り
患
者
を
隔
離
す
る
政

策
が
取
ら
れ
た
た
め
、ハ
ン
セ
ン
病
は「
怖

い
病
気
で
あ
る
」と
い
う
間
違
っ
た
認
識
が

定
着
し
ま
し
た
。し
か
し
、現
在
で
は
特
効

薬
や
療
法
の
発
達
に
よ
り
、ハ
ン
セ
ン
病
は

完
治
す
る
病
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、こ
れ

ま
で
の
政
策
を
違
憲
と
す
る
判
決
が
出
て

お
り
、政
府
は
過
ち
を
認
め
、ハ
ン
セ
ン
病

患
者
・
元
患
者
の
名
誉
回
復
の
た
め
の
対
策

を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
近
年
、熊
本
県
内
の
ホ
テ
ル
が
ハ

ン
セ
ン
病
療
養
所
の
入
所
者
の
宿
泊
を
拒

否
す
る
と
い
う
事
件
が
起
き
ま
し
た
。驚
く

こ
と
に
そ
の
後
、被
害
者
で
あ
る
は
ず
の
入

所
者
た
ち
に
多
く
の
中
傷
や
抗
議
の
手
紙

が
寄
せ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。医
学
・
政
治
の

分
野
で
解
決
が
図
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、古
く
か
ら
続
く
差
別
意
識
は
未
だ

消
え
ず
、ハ
ン
セ
ン
病
患
者
や
元
患
者
の
心

の
傷
も
未
だ
癒
さ
れ
て
は
い
な
い
の
で
す
。

　

間
違
っ
た
認
識
が
作
り
出
す
不
当
な
差

別
。私
た
ち
は
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
よ
り

正
し
い
認
識
を
深
め
、差
別
を
撲
滅
し
て
い

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
元
患
者
の
人
権

　高齢者が安心して自立した地域生活が継続できるよう、地域包括支援センターでは高齢者の方（65歳
以上）の日常生活に関する総合的な相談を受け付けております。
　また、地域包括支援センターの業務時間外（夜間及び休日）は山江老人保健施設に委託をしてあります
ので、夜間休日の緊急時はこちらへご連絡ください。また、年末年始にも対応しております。

　地域包括支援センター相談受付時間
平日　　　　　午前8時30分から午後5時15分
　　　　　　　電話番号　　２３－２２３２

　夜間 ･休日相談受付時間
（1）年末、年始（12月29日から1月3日）　　　　終日（24時間）
（2）土曜日、日曜日、祝日　　　　　　　　　　　　　終日（24時間）
（3）月曜日から金曜日　　　午後5時15分から翌朝午前8時30分
　　 山江老人保健施設（委託先）　電話番号　２４－９８００

　　　※はじめに「地域包括支援センターへの電話です」と伝えてください。

高齢者のことで困ったり、悩んだりしたときは一人で悩まずご相談ください。
健康福祉課地域包括支援センター　☎２３－２２３２

担当：角
かくはた

畑・蕨野・迫田

文：人吉球磨環境協議会
絵：球磨工業高校美術部

ゆ
湯
た
ん
ぽ
で

　
　

足
元
ポ
カ
ポ
カ

　
　
　

朝
ま
で
良
い
睡
眠

　

地
球
に
や
さ
し
い
暖
房
グ
ッ
ズ
の
代

表
、湯
た
ん
ぽ
は
電
気
代
も
灯
油
代
も

か
か
ら
な
い
の
で
、今
、注
目
を
集
め
て

い
ま
す
。環
境
に
も
、お
財
布
に
も
や
さ

し
く
体
と
心
も
温
め
る
湯
た
ん
ぽ
で
、

エ
コ
生
活
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

歯科検診で虫歯のなかったお友達歯科検診で虫歯のなかったお友達
　子どもさんの歯科検診の結果治療しなければならないむし
歯がなかったお子さんです（治療中の人を除く）。歯みがき ､
仕上げ磨き、おやつの工夫など親子で頑張りました。
２歳児歯科検診

（平成23年11月18日）
　小栗　佳純　(啓) 5区
　桐木琉輝愛　(康弘) 10区
　米谷　茉里　(茂) 9区
　佐々木陸斗　(新吾) 9区
　宮田　龍和　(淳志) 6区
　村田　結衣　(芳博) 10区

　森口拳心朗　(靖雄) 3区

　（敬称略・あいうえお順）

　今回むし歯が
あったお子さん
は早めに治療を
しましょう。

母子保健推進員さんを
ご紹介します

　山江村ではお母
さんとお子さんの
健康や子育てを応
援するために、村
が委嘱したボラン
ティアが「母子保
健推進員」として
活動しています。
母子保健推進員と

は、妊娠・出産・育児に関する身近な相談
を受けたり、保健師と連携を取りながら家
庭訪問や乳幼児健診などの母子保健事業の
手伝いをしています。
　赤ちゃんが生まれたら、家庭訪問させて
いただきますので顔見知りになって気軽に
声をかけてください。また、出産・育児で
不安や心配事がありましたら、ご相談くだ
さい。

谷川博子さん（３区）

こんにちは保健師です地域包括支援センターだより
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ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
運
行
開
始

　

熊
本
県
で
は
、
救
急
医
療
体
制
強
化

策
と
し
て
１
月
16
日
（
月
）
に
ド
ク
タ

ー
ヘ
リ
（
基
地
病
院
：
熊
本
赤
十
字
病

院
）
の
運
行
開
始
を
予
定
し
て
お
り
、

現
在
活
動
中
の
県
防
災
消
防
ヘ
リ
「
ひ

ば
り
」
と
連
携
し
た
救
急
医
療
活
動
を

行
う
体
制
を
作
り
ま
す
。

▼
注
意
点

・
一
般
の
方
は
ヘ
リ
を
呼
べ
ま
せ
ん
。

１
１
９
番
を
受
け
た
消
防
機
関
が
ヘ

リ
の
必
要
性
を
判
断
し
呼
ぶ
こ
と
に

な
り
ま
す
。

・
ヘ
リ
移
動
費
用
は
発
生
し
ま
せ
ん

が
、
出
動
し
た
医
師
な
ど
が
行
う
治

療
費
用
は
支
払
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

・
ヘ
リ
が
飛
来
し
た
際
は
、
危
険
で
す

の
で
、
近
寄
ら
ず
消
防
機
関
の
指
示

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

（
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
）

熊
本
赤
十
字
病
院
建
築
推
進
室

☎
０
９
６

－

３
８
４

－

２
１
１
１

（
ヘ
リ
救
急
搬
送
体
制
）

熊
本
県
医
療
政
策
課

　
　

☎
０
９
６

－

３
３
３

－

２
２
４
６

ご
存
知
で
す
か
？
検
察
審
査
会

　

交
通
事
故
や
詐
欺
な
ど
の
犯
罪
の
被

害
に
遭
い
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た

が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て

く
れ
な
い
。
と
い
う
よ
う
な
不
満
を
お

持
ち
の
方
は
、
検
察
審
査
会
に
ご
相
談

下
さ
い
。
相
談
や
申
し
立
て
に
つ
い
て
、

費
用
は
無
料
で
秘
密
厳
守
し
ま
す
。
検

察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
を
有
す
る
一

般
国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ

た
11
名
の
検
察
審
査
員
が
審
査
し
ま
す
。

▼
お
問
合
せ

　

八
代
検
察
審
査
会
事
務
局

　

☎
０
９
６
５

－

３
２

－

２
１
７
７

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載

申
請
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
毎
年
１
月

１
日
現
在
で
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
を
調
整
し
て
い
ま
す
。
こ
の
名
簿

は
、
農
業
委
員
選
出
に
係
る
選
挙
資
格

を
登
録
す
る
も
の
で
、
各
農
家
か
ら
の

申
請
に
基
づ
き
資
格
調
査
が
行
わ
れ
ま

す
。
資
格
要
件
を
満
た
し
、
該
当
す
る

人
は
、
必
ず
「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
登
載
申
請
書
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

【
資
格
要
件
】 

①
平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
で
山
江
村

農
業
委
員
会
の
区
域
内
に
住
所
を
有

す
る
人

②
平
成
24
年
３
月
31
日
現
在
で
満
20
歳

以
上
の
人
（
平
成
４
年
４
月
１
日
以

前
生
ま
れ
）

③
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て

い
る
人
、
耕
作
し
て
い
る
人
と
同
居

し
て
い
る
親
族
又
は
そ
の
配
偶
者
で

年
間
概
ね
60
日
以
上
耕
作
に
従
事
し

て
い
る
人
の
い
ず
れ
か
の
人

　

な
お
、
こ
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

な
い
場
合
は
、
農
業
委
員
選
挙
の
投
票

と
解
職
の
請
求
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
下
さ
い
。本
年
度
も
、配
付
・

回
収
を
各
区
長
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

も
し
、
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
で
申

請
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

山
江
村
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　

☎
２
３

－

３
１
１
３

節
電
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

11
月
１
日
、
経
済
産
業
省
が
九
州
電

力
管
内
に
お
け
る
今
冬
の
電
力
需
給
対

策
に
お
い
て
、
計
画
停
電
の
実
施
や
需

給
ひ
っ
迫
に
よ
る
停
電
の
発
生
を
回
避

す
る
た
め
、
５
％
以
上
の
節
電
目
標
を

発
表
し
ま
し
た
。ま
た
、九
州
電
力
で
も
、

12
月
25
日
か
ら
の
原
子
力
発
電
所
の
停

止
に
伴
い
、
代
替
と
な
る
火
力
発
電
所

の
追
加
の
燃
料
調
達
や
補
修
時
期
の
調

整
な
ど
電
力
供
給
の
確
保
努
力
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
電
力
需
給
は
極
め
て
厳

し
い
状
況
で
す
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

各
ご
家
庭
に
お
い
て
も
無
理
の
な
い
範

囲
で
の
節
電
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
３
月
30
日
（
金
）
ま
で
の
平
日
に
つ

い
て
は
、
生
活
に
支
障
の
な
い
範
囲

で
節
電
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
特
に
12
月
26
日
（
月
）
か
ら
２
月
３
日

（
金
）
の
平
日
の
８
時
か
ら
21
時
に
つ

い
て
は
、
さ
ら
に
需
給
状
況
が
厳
し
く

な
る
た
め
、
５
％
以
上
を
目
標
に
節
電

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

し
尿
汲
み
取
り
に
つ
い
て
の
お

知
ら
せ

　

年
始
の
汲
み
取
り
開
始
は
、
１
月
４

日
（
水
）
か
ら
通
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

▼
連
絡
先　

は
と
衛
生
社

　
☎
２
３

－
２
２
４
２

事
業
所
の
皆
様
へ

　

総
務
省
・
経
済
産
業
省
で
は
経
済
セ

ン
サ
ス
活
動
調
査
を
平
成
24
年
２
月
１

日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、

全
産
業
分
野
の
経
済
活
動
を
同
一
時
点

で
網
羅
的
に
把
握
す
る
我
が
国
唯
一
の

調
査
で
あ
り
、
全
国
の
全
て
の
事
業
所

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
特
に
今
回
の
調

査
は
、
我
が
国
の
経
済
活
動
へ
の
震
災

の
影
響
を
産
業
別
、
地
域
別
に
把
握
で

き
る
唯
一
の
統
計
調
査
で
あ
り
、
調
査

結
果
は
、
今
後
の
復
興
の
状
況
を
確
認

す
る
た
め
の
貴
重
な
資
料
と
な
り
ま
す
。

　

山
江
村
で
も
調
査
員
が
事
業
所
の
皆

様
へ
調
査
票
を
持
参
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
皆
様
か
ら
ご
提
出
い
た
だ
く

調
査
票
は
統
計
作
成
の
目
的
以
外
に
使

用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
正
確

に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
本
調
査

を
装
っ
た
不
審
な
訪
問
者
や
電
話
・
電

子
メ
ー
ル
な
ど
に
御
注
意
く
だ
さ
い
。

こ
の
調
査
で
は
、
電
子
メ
ー
ル
等
で
経

理
内
容
の
回
答
を
求
め
た
り
、
金
品
を

請
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課

　
☎
２
３

－

３
１
１
１

特
定
テ
ー
マ
ご
と
の
日
曜
日
労

働
相
談

　

特
定
テ
ー
マ
ご
と
の
日
曜
日
労
働
相

談
を
実
施
し
ま
す
。
来
所
ま
た
は
電
話

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
１
月
８
日
（
日
）】
労
働
時
間
、
休
日
・

休
暇
（
年
休
な
ど
）
に
つ
い
て

【
２
月
12
日
（
日
）】
未
払
い
賃
金
（
未

払
い
残
業
代
）
に
つ
い
て

【
３
月
11
日
（
日
）】
解
雇
、
退
職
勧
奨
・

退
職
、
退
職
金
に
つ
い
て

▼
相
談
時
間　

１
３
時
〜
１
６
時
ま
で

▼
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア　

し

ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
０
９
６

－

３
５
２

－

３
６
１
３

※
テ
ー
マ
以
外
の
ご
相
談
も
お
受
け
し

ま
す
。

熊
本
県
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

県
民
の
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る
啓
発

事
業
と
し
て
、「
平
成
23
年
度
熊
本
県
人

権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
優
秀
作
品
表
彰
式
や
Ｊ

Ｏ
Ｙ
倶
楽
部
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
コ
ン
サ
ー
ト
、
そ
し
て
歌
手
の
米
良
美

一
さ
ん
の
講
演
会
を
予
定
で
す
。
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日　

時　

１
月
29
日
（
日
）
13
時
〜

16
時

▼
場　

所　

熊
本
テ
ル
サ

▼
申
込
先　

熊
本
県
人
権
同
和
政
策
課

人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
係

　

☎
０
９
６

－

３
３
３

－

２
２
９
９

関
東
地
区
丸
岡
会
を
開
催
し
ま
す

　

関
東
地
区
在
住
の
山
江
村
出
身
者
で

構
成
す
る
『
関
東
地
区
丸
岡
会
』
を
開

催
し
ま
す
。
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

▼
日
時　

２
月
19
日
（
日
）
13
時
よ
り

▼
場
所　

八
重
洲
富
士
屋
ホ
テ
ル
（
東

京
都
中
央
区
八
重
洲
２-

９-

１
）

▼
会
費　

８
，
０
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
情
報
課
商
工
観
光
係　

☎
２
３

－

３
１
１
３

こ
ん
に
ち
は
！
わ
い
わ
い
ク
リ

ス
ポ
や
ま
え
で
す

　

今
年
度
に
発
足
し
ま
し
た
わ
い
わ
い

ク
リ
ス
ポ
や
ま
え
で
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
等
の
定
期
的
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に

加
え
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
の
よ
う

に
会
員
以
外
の
方
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト

も
開
催
し
て
い
ま
す
。
普
段
は
激
し
い

ス
ポ
ー
ツ
等
が
苦
手
な
方
で
も
気
軽
に

参
加
で
き
、
楽
し
め
る
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
を
今
後
も
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
も
是
非
参
加
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
会
員
は
随
時
募
集
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
お
問
い

合
せ
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
わ
い
わ
い
ク
リ
ス
ポ
や
ま
え
事
務
局

（
教
育
委
員
会
内
）　☎

２
３

－

３
６
０
４

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
指
名

願
の
追
加
受
付

　

①
建
設
工
事
、
②
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
③
物
品
調
達
に
つ
い
て
、

平
成
23
・
24
年
度
の
指
名
願
の
追
加
受

付
を
次
の
期
間
に
行
い
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

　

２
月
１
日
（
水
）
〜
29
日
（
水
）

※
土
日
祝
日
は
除
く

　

９
時
〜
17
時
（
12
時
〜
13
時
は
除
く
）

詳
細
・
様
式
等
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

http://w
w
w
.hitoyoshikum

a.
com▼問

い
合
わ
せ

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
総
務
課
管

理
係

☎
２
３

－

３
０
８
０

お
知
ら
せ

年末年始の当番医（受診：午前９時～午後５時）
月　日 医療機関 電話番号 小　児　科 電話番号

12月29日 球磨病院 22-3121 人吉総合病院小児科 22-2191瀬戸産婦人科医院 23-2137

12月30日 田中医院 24-6127 公立多良木病院小児科 42-2560上原整形外科医院 23-2537

12月31日 内山クリニック 22-2069 たかはし小児科内科医院 24-2222人吉皮膚科医院 22-6211
平成24年　　
　1月　1日

愛甲産婦人科 22-4020 やまむら医院 45-0005人吉中央温泉病院 24-2854

　1月　2日 あいだ診療所 25-1651 増田クリニック 22-3570願成寺ごんどう医院 22-4700

　1月　3日 堤病院 22-0200 堤病院附属九日町診療所
小児科 22-2251しらおく内科クリニック 25-1550

イ
ベ
ン
ト

受
付
・
募
集

information  お 知 ら せ
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11
月
４
日
か
ら
15
日
ま
で
人
的

支
援
「
チ
ー
ム
熊
本
」
第
29
陣
と

し
て
宮
城
県
東
松
島
市
で
被
災
地

支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

東
松
島
市
役
所
で
は
税
務
課
窓
口

業
務
を
担
当
し
ま
し
た
。
東
日
本

大
震
災
発
生
か
ら
８
ヶ
月
が
経
っ

て
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
震
災

で
被
災
し
た
こ
と
に
関
す
る
申

請
、
相
談
で
窓
口
に
来
ら
れ
る
方

が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

市
役
所
閉
庁
時
は
、
陸
前
高
田

市
や
気
仙
沼
市
、
南
三
陸
町
、
石

巻
市
な
ど
被
災
地
を
視
察
し
ま
し

た
。
現
在
の
被
災
地
は
ほ
と
ん
ど

の
建
物
が
解
体
、
撤
去
さ
れ
て
基

礎
の
み
が
確
認
で
き
る
程
度
で
あ

り
、
広
範
囲
に
わ
た
り
更
地
と

な
っ
て
い
る
状
態
で
し
た
。
特
に

陸
前
高
田
市
や
南
三
陸
町
は
街
ひ

と
つ
が
無
く
な
っ
た
状
態
で
震
災

以
前
に
は
住
宅
や
商
店
街
な
ど
が

あ
っ
た
と
い
う
こ

と
は
想
像
で
き
な

い
ほ
ど
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、

被
災
し
た
地
域
で

も
プ
レ
ハ
ブ
で
定

食
屋
や
床
屋
な
ど
の
営
業
を
再
開

さ
れ
て
い
る
店
も
あ
り
、
少
し
ず

つ
で
す
が
復
興
へ
と
進
ん
で
い
る

こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

瓦
礫
の
撤
去
は
進
ん
で
い
ま
す

が
完
全
に
復
興
す
る
に
は
ま
だ
ま

だ
長
い
年
月
と
支
援
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
長
い
年
月
の
中
で
忘
れ

る
こ
と
の
無
い
よ
う
今
後
も
出
来

る
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

あかちゃんごたんじょう　　（　）は出生日
　前田　大

やまと

和　（純一・史歩） 蓑原 （10 ／ 27）

　吉永結
ゆ い と

祷人　（秀照・尚） 葛 （11 ／   8）

ご結婚おめでとう
　岡本　翔太　（新層）　　　　　大無田留美　（球磨村）

　中村　祐樹　（寺の下）　　　　大山　留奈　（人吉市）

善意ありがとうございました
【一般寄付】

　山江村体育協会ゴルフ部　部長　森田俊介

　やまえ産業振興まつり実行委員会　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　（敬称略）

　
「
平
成
23
年
は
、み
な
さ
ん
に
と
っ
て
ど
ん

な
一
年
で
し
た
か
？
」と
聞
か
れ
る
と
思
い

思
い
の
答
え
が
返
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。平

成
24
年
は
す
ば
ら
し
い
１
年
に
な
る
こ
と
を

願
う
ば
か
り
で
す
。

　

新
年
も
変
わ
ら
ず
み
な
さ
ま
の
ご
来
室

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

平成23年11月 30日現在
（平成 23 年 11 月 30 日までの受付分）

英会話

Chestnut（栗）のYamame（やまめ）と

メリッサ先生

～メリッサ先生のワンポイントレッスン～

今回は、クリスマスについての会話です

　私の故郷ワシントン州のガイドブックには「最も高いクリスマスツリーは
1950 年にシアトルのショッピングセンターに飾られたもので、67.3 メートル
もあった。」と案内してあります。奈良の大仏より高かったそうですよ。

　今回のワンポイント！は、「yummy」です。これは「美味しい」という意味の
形容詞で俗語（スラング）なのですが、美味しいものを食べる時の音「yumm」
という擬音に「ｙ」を付けたものです。　ちなみにこの言葉は幼児語なので、
大人は使わない方がいいかも（笑）。

：My family and I love snow very much,so we are going

　to Canada this Christmas to go skiing. What are you

　going to do　Yamame-kun? 

：Me? I’m going to go to… KENTUCKY FRIED CHICKEN!

　It is a family tradition; we all meet at KFC and eat 

　lot’s of yummy chicken.

：Wow; I’ve never heard of going to KFC on Christmas.

　Sounds like fun. 

：Oh it’s more than fun; it’s delicious.

（私の家族みんな、雪が大好きだから今年のクリスマスはカナダでスキーを

するんだ。ヤマメくんは何をするの？）

（僕？僕は…ケンタッキーフライドチキンに行くよ！我が家のお決まりで

KFCに行っておいしいチキンを食べるんだ）

（え～、クリスマスにKFCに行くのって聞いたことがないんだけど楽しそう。）

（楽しいよりもおいしいんだ！）

マイ ファミリィ アンド ソウ ウィ ア ー ゴーイング

トゥ カ ナ ダ ディス ク リ ス マ ス

ミ ー ゴーイングアイム トゥ フライドトゥ ケ ン タ ッ キ ーゴー チ キ ン

イットイズ ア ファミリィ トラディション ウ ィ オール アット ケイエフシーミ ート アンドイート

ロッツ

ワ オ

サ ウン ズ

オゥ イッツ モ ア ザ ン ファン イッツ デ リ シ ャ ス

ライク ファン

アイヴ ネ バ ー ハ ー ド オブ ゴーイング トゥ オン ク リ ス マ スケイエフシー

オブ ヤ ミ ー チ キ ン

トゥ

ヤ マ メ ク ン

ゴー スキーイング ワット ア ー ユ ー

ゴーイング ド ゥトゥ

いかがでしたか？来月もお楽しみに！

アイラ ブ ス ノ ウ ベリィ マ ッ チ

訂正とお詫び
　11月号に掲載しました村民ゴルフの記事でベストグ
ロス賞を取られ方のお名前を誤って掲載しておりまし
た。正しくは岩城大五郎さんです。訂正してお詫び申し
上げます。

図書室だより図書室だより
山江村歴史民俗資料館図書室

開館時間：朝 9：00 ～夕方 5：00
休　館　日：土日祝日・年末年始

毎週月曜日は毎週月曜日は
ハートブックデイハートブックデイ
心広がる読書の日心広がる読書の日
ひとときを　読書でひとときを　読書で
過ごしましょう過ごしましょう

　10月１日より、皆様にご協力をお願いしております、赤い羽
根共同募金中間実績報告をいたします。皆様のご協力に厚くお
礼申し上げます。なお、お寄せいただいた募金は、熊本県共同募
金会へ送金いたしました。
（募金実績額）
一般募金　　　　　　　　　５２７，３１９円
職域募金　　　　　　　　　　９５，５３１円
法人募金　　　　　　　　　　　５，０００円
街頭募金　　　　　　　　　　１８，５９７円
イベント募金　　　　　　　　２１，３７７円
合　　　　計　　　　　　　６６７，８２４円

共同募金実績中間報告
（11 月 21 現在）

総務課　村隆幸

東
北と
共
に

　

 

考
え
る

連
載

　平成 23年 11月 26日（土）、わいわいクリスポやまえ主催、健康福祉課共催により、『わいわいウ

ォークラリー大会 in やまえ』を開催しました。

　この大会は気軽に楽しみながら歩くことで地域住民の運動不足解消と健康増進を図ることを目的

とし、村内の文化財や名所など 15箇所のチェックポイント回りながら、それぞれのポイントに用意

された問題を解いて、最後に回ったポイントの数と問題の正解数で順位が決定されました。

　参加者は、村外の方を含むおよそ 50名で、はじめに美しい歩き方のウォーキング指導を受けたあ

と、２時間ほどのウォークラリーで汗をながし、最後は山江村食改善推進員の皆さまのご協力で用意

されたおにぎりと豚汁で交流を深め、笑顔の絶えない大会となりました。

わいわいクリスポやまえです！わいわいクリスポやまえです！

各ポイントの問題
を解いて全問正解
目指します！

最後はおにぎりと
豚汁で交流！おい
しい～。

「自分のペースで参加
できて楽しかった～」

おじゃまし
ます

おじゃまし
ます

　万江保育園のもちつき。
からだと同じくらい大き
い杵を持って一生懸命に
もちをついていました。正
月はおいしいお餅が食べ
られそうですね。

今月の表紙
【この本オススメ！】
『きょうはなんの日？～記念日・人物・

できごと・お祭り・事件～１月・２月』
　監修　次山　信男
過去に起こった出
来事を各月ごとに
集約した本（全６
巻）。いろんなきっ
かけづくりや、調
べ学習にも活用で
きますよ。



①えびは尾だけ残して、殻をむき背側に包丁を
入れて開き背わたをとる。

②両面焼きグリルにてアルミホイルに乗せたえ
びを3～4分焼きＡを塗ってさらに1～2分焼
く。

ｴﾈﾙｷﾞｰ84kcal　塩分0.4g
えび　6尾
Ａ（卵黄 1ヶ分　薄口しょうゆ 小さじ1/2）
えび　6尾
Ａ（卵黄 1ヶ分　薄口しょうゆ 小さじ1/2）

①フライパンにＡを入れて火にかけ、沸騰させ
てじゃことナッツを加え、混ぜながら汁気が
なくなるまで煮詰め、薄く油をひいたバット
に広げ冷ます。

ｴﾈﾙｷﾞｰ176kcal　塩分0.9g
じゃこ 10g　ミックスナッツ 40ｇ
Ａ（しょうゆ 大さじ1/2　みりん 大さじ１
　　さとう 大さじ１）

じゃこ 10g　ミックスナッツ 40ｇ
Ａ（しょうゆ 大さじ1/2　みりん 大さじ１
　　さとう 大さじ１）

①さつま芋は1㎝厚さに切って皮を厚めにむき、途中一度水をかえ15分ほど水にさらす。
②鍋に①とＡを入れ煮て、煮えたら滑らかにつぶし、粗刻みした栗の甘露煮と黒豆を加えて、茶巾に
絞る。

ｴﾈﾙｷﾞｰ94kcal　塩分0.2g
さつま芋 60g　栗の甘露煮 １ヶ　黒豆（煮） ４粒
Ａ（みりん 大さじ２　薄口しょうゆ 小さじ1/2　さとう 大さじ1/2　水 2/3カップ）　
さつま芋 60g　栗の甘露煮 １ヶ　黒豆（煮） ４粒
Ａ（みりん 大さじ２　薄口しょうゆ 小さじ1/2　さとう 大さじ1/2　水 2/3カップ）　

えびの卵黄焼き：長寿（２人分）

ミックスナッツとじゃこの田作り風：豊作祈願（２人分）

黒豆茶巾《黒豆：元気で働けますように！ 金団：繁盛》（２人分）

　早いもので、年の変わり目の時期となりました。「時は金なり」と申し
ますが、一年を振り返ると時間に追われた感があり、改めてこの言葉が身

に沁みます。また、今年は様々な事柄に考えさせられる年でもありました。新年においては、時
間に振り回されることなく、何気ない日常でも大切に過ごすことができればと思います。
　末筆ではありますが、どうぞ皆様も、お元気で良い年をお迎えください。                  （Ｙ）
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人口と世帯
平成23年11月30日現在

各課への直通電話がございます。
域内無料電話も同じ番号です。

山江村役場各課直通電話番号表

（  ）前号との比

総　 務　 課
産 業 情 報 課
農業委員会事務局
税　 務　 課
健康福祉課（福祉）
健康福祉課（保健衛生）
包括支援センター
会　 計 　室
建　 設　 課
議 会 事 務 局
教 育 委員会
歴 史 資 料 館
ケーブルテレビセンター

23-3111
23-3113
23-3113
23-5692
23-3978
24-1700
23-2232
23-3293
23-6449
23-3401
23-3604
23-3665
22-8808

FAX(0966)-24-5669［総務課］

人　口　3,814人（＋  7)

　男　　1,798人（＋  1)

　女　　2,016人（＋  6)

世帯数　1,245戸（－  1)

つぶやきつぶやき

やまえ　キラっ人やまえ　キラっ人★★
とと 地

域
と
一
緒
に

　
創
り
あ
げ
る
山
江
が
好
き

　

八
代
出
身
の
平
野
清
文
さ
ん

は
、
平
成
19
年
３
月
に
山
江
駐
在

所
へ
赴
任
。そ
れ
ま
で
は
、
機
動

隊
や
交
通
機
動
隊
（
白
バ
イ
）
の

勤
務
経
験
が
あ
り
、
山
江
村
に
は

希
望
し
て
来
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

「
赴
任
当
初
は
、
地
域
に
受
け
入

れ
ら
れ
る
か
不
安
だ
っ
た
が
、
地

域
の
人
が
協
力
的
で
、
す
ご
く
溶

け
込
み
や
す
い
雰
囲
気
が
あ
っ

た
。来
て
み
て
わ
か
る
山
江
村
の

良
さ
が
あ
る
。」
と
語
る
平
野
さ

ん
は
、日
々
、住
民
と
共
に
考
え
、

地
域
自
ら
が
守
る
村
づ
く
り
の

手
助
け
に
な
れ
ば
と
活
動
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れ

て
い
ま
す
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今
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あ
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皆
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力
が
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た
か
ら
こ

そ
。こ
れ
か
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も
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皆
さ
ん
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気

軽
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立
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れ
る
よ
う
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け
た

駐
在
所
で
あ
り
た
い
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茶
飲
み

に
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も
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ

い
。」
と
話
す
気
さ
く
で
穏
や
か

な
素
敵
な
駐
在
官
で
す
。
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